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表 1．ボンゴネットによるイカナゴ仔魚採集量 

1月上旬 1月中旬 1月下旬 2月上旬 2月中旬 加入量

伊良湖前 伊勢湾平均 全湾平均 伊勢湾平均 伊勢湾平均 （億尾）

2006 H18 1 015 176 130 175 3月9日 651

2007 H19 873 228 98 32 2月27日 182

2008 H20 145 55 18 13 3月2日 180

2009 H21 0 8 3 1 3月8日 44

2010 H22 643 236 216 310 3月3日 504

2011 H23 78 195 62 30 3月11日 283

2012 H24 141 118 60 25 3月8日 321

2013 H25 233 71 21 27 2月28日 302

2014 H26 815 26 70 29 3月2日 292

2015 H27 57 40 1 3 3月6日 89

2016 H28 0 0 0 07 0 04 0.05

解禁日

単位：尾／㎡ ※愛知水試のデータを含む

このため，過去 10 年間で最も加入資源量が少なかった

2009 年漁期をさらに下回る可能性があると思われた。 

加入資源量の主な減少要因としては，夏季の高水温 

（25℃以上）の影響による夏眠魚（親魚）の減少や冬季

の高水温（1 月の伊勢湾底水温 平年+2℃）の影響によ

る産卵不良などが推定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（３）市場調査・資源量管理 

①2015年漁期 

2015 年漁期は 3 月 6 日（昨漁期 3 月 2 日）に解禁し，

3 月 31 日（昨漁期 5 月 15 日）に終漁した（愛知県は 3 

月 27 日終漁）。出漁日数は 10 日（昨漁期 36 日），漁獲

量は約 1,886ｔ（昨漁期の 25%），水揚げ金額は 2 億 7,7

20 万円（昨漁期の 44%）となった。 

2015 年漁期の加入資源尾数は 89 億尾と推計され，三

重・愛知両県で 56 億尾漁獲し，残存資源尾数（2016 年

漁期の親魚候補）は 33 億尾と推定され，目標とする 20

億尾を確保した。 

②2016年漁期 

三重・愛知漁業者の協議により今年のイカナゴ資源量

が極端に少ないとの判断から，来年産卵する親魚を確保

するために，今年のイカナゴ漁の解禁を見合わせること

が確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


